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標 本 調 査 法 の発 達
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昭 和23年6月30日 受 理

経戦以來吾 々は直接に米英の文物に接 し,あ

)の まゝの日本の姿 を反省す る機會を得 る様に

なつた。敗軸 本が露呈 した数多 くのあわれむ

べ き眞相の中でも特に著 しく目立つた事實は統

計の貧困とい う事であつた。

連合軍に依つて各官磨は統計資料の提出 を要

求されたもその結果吾が國の統計は世界的水準

よりみて著.しく立遅れ 全 く非合理的な ものであ

つたという事實が暴露され各方面の嚴正な批判

を受けるに至っている。

終戦以來吾が國が當面 してゐる政治経濟の極

度な混乱 はインフレの激化.労 働生産性の著 し

い低下,分 配の極端な不公正等 を招來 し,亦此に

伴 う経濟の 窮迫は蓮に混乱 を一層 助長するとい

う状態で人民大衆の 日常生活は日に日に窮乏 し

て行 くとい う有様である 亦此の経濟上の 矛盾

を反映 して 日増しに激化して行く労働問題に対

しても在來の統計がこの生活を賭 しての闘争の

解決に資す るに余 りにも無力なもので,そ の熾

烈な批判 に耐え得 る科學的根擦を持たぬ ことが

暴露 されつ ゝある。亦批等に対する 政府の施策

も全 く混乱 を極めたもので却つて國民経濟の悪

化に拍車 をかけた様なものであつた。 この事實

こそは統計の裏づけのない 非科學的な政策の滲

めな敗北を示すに十分であつた。

正 しい統計を持たなかつた國民は自己に内在

する矛盾と対立の 本質 を客観的に認識す る事が

出來す從つて自己の内部に於て処理すぺ き問題

解決の ハケ口を外部に求めその必然的な鶴結と

して無謀な戦争に駆 り立てられ・然 も統計の裏

づけな くして戦ひ,史 上空前の惨敗 を喫 した
。

吾 々の今 日迄の失欺と過誤及び現在吾 が々蒙つ

てい るこの困難は科学 に立脚する統計 を持たな

かつた ことに起因すること多大であると云つて

も過言ではない。

敗戦 日本の経濟再建にとりて現下最大の急 務

は云う迄 もな く限 られた時間と場所の範囲 内で

、人力と資源 を有効 に生か し適確迅速に此の政治

経済の急激な変 化を量的客親的に把捏分析 しつ

機ゝ動性 に富む施策を綜合的見地に立つて途行

して行 くことにある。

此の社會的な實践的課題を解決する爲には,

統計制度の進歩改善 を計 る強力な措置 を講ず る

と同時に統計調達に科学 圭を導入するというこ

とが是非 とも要講されねばならぬ 。 諸外國で

行わ れている科學的方法 を吾が國の統計調査に

採用す るという事に対し では客観的條件が成熟

していないと云 う理由で消極的な態度をとるも

のが多かった。然 し吾々 は科學的方法 を導入す

ることに依つて統計発達の地 盤 を育成 して行く

という積極的な面が 日本の統計的水準向上の 爲

に必要不可訣の 條件であることを忘れてはな ら

ぬ

統計の進歩という観點から して誇 す べき最

近の大きな動 きは何 と言てても統計委員会の本

格的な発 足というこど ゝ,そ れか らアメリカ統

計專門家が もた らした科學的標本調査法が大き

くクローズア ップされて來たと言 う事實であろ

う。

然 し筆者は政治的方面ご動きはしはらく措き

数理統 計學の專門家として近來 釜方面に於て盛

になつて來た科學的標本調査方法を中心として

解説 を進めて行 くのが妥雷であろうと信する。

その爲には標本調査法発 展の基礎 となった近代

数理統計學の発 達史を簡単 に述べ る必要があら

う。

近代統計學の基盤にこいての詳細 な研究は北

川敏男博士の論文があるか ら突込んだ研究を望



まれろ讃者は同氏の著述を参照されることを希

望する 。

近代数理統計學は千九百二十年代に端 を畿 し

其め後長足の進歩を途げ,数 理統計學は本質的

に新な発展段階に到達するに至つた。イギ リス

に於ける多年に亘る農學及び遺傳學方面の實験

的研究の諸成果はスチユーデ ント,R・A・ フイ

ッシヤー等に到つて統計的方法の本質的 な飛

躍 を生むに到つた。彼等に依つて展開された統

計的研究法並びにその理論的基礎たる精密標本

理論の確立 という輝かしい業績は勿論の事乍 ら,

彼等に対して 批判的な立場 をとりつ ゝJ・ネイマ

ン及びE・S・ ビーアソン等は近代数學理論 を駆

使 して假説検定 理論等お美事な理論體系 を樹立

した。實に此等の理論 こそはカ 一ル ・ビーア ソ

ン等に依 る從來の数理統計學の思想を根本的に

変革するものであった。 「

統計學はR・A・ フィッシヤーに至つて在來の

多かれ少かれ記述的であつたパ ッシヴな立場 を
一舞して吾々の対象 に計画的に働 きかけてアク

チヴに客観的事實を把握 して吾〆の対象 を支配

して行 くという新な発展段階に到達した。

ネイマ ン及びビーアソン等は工業方面にも進

出して標本理論の悪用法に就ての研究を行い,

品質管理 ・製品検査 ・規格標準化等の問題に計数

多 くの成果を挙げている。此等の理論の発 生も

十分に発達した英國の資本主義社會に於ける大

量生産を母胎として こそ初めて可能であつた。

そして此等の 統計思想はアメリカに渡り,シ ヱ

ワード.グ ッヂ,ロ ーミツグ,デ ミング等に依

って大い に発展せしめられ,殊 にダッヂ.ロ ー

ミツグ等の抜取検査 法の成 果は今次大戦 を契機

として高度に発展 しきつたアメリカの生産力を

基盤 としてA・ ウワルド等に依るシーケンシヤ

ルテス ト(逐 次抽出楡査方式)の 如き新 しい標

本理論の展開 を見るに至ってい る。

以 上農學遺傳學及び工業方面の主とし否自然

現象を対象 とする研究に対し一方ではL・A・ ポ

ウレー等 を中心として社會現象を対象 とする標

本理論の研究が進められつ ゝあつた。彼等は國

勢調査に対する抽出 調査法の感用に就て研究 を

行い,全数 調査の代り に適當な代表漂本 を抽出

する調査法の理論的研究に緒口 をみつ けた。此

の方法は欧洲各國に於ける統計學者に依 り種

と研究されたが勘其の後ネイマンは從來研究の

中心となって,余り 成功を見なかつた有意選撮

法に依る代表標本抽出法の訣點 を理論的に指摘

し,こ の代 りにポウレー等に依って研究され乍

ら,余 り顧られなかつた屠化任意標本抽畠法を

近代数理統計理論の立場か ら一居精密化 し辰別

の割當勲の合理的決定法迄論乞庇の方法を全面

的に採用すべきこどを提案 した 。

.イ ギ リスを中心 としτ発達 した新 しい標本調

査理論はアメリカだ渡 り;そ め積極的な國民燥

と相挨つ一鱗 用面網於て近年著 しい発展 をなレ

殊に 今次寿大戦に於 ける大きな社會的要請に応べ・

て實に劃期的な飛躍 を途げるに至った。

その畿展の初期に於て自然現象 を対象 として

練磨発展 ぜしめられて來たこの科學的成果は,ろ

今やその対象 を異捷する社會現象に迄其ゐ絶大
'な威力を発揮するに到ってい る デ ミ

ソグ,ハ

ンセン,、フルウ ィッツ等のアメリカ國勢調査局

及び農務省の専門研究家達に依て,ネ イマンの

抽出理論は社會に於 ける一大實践に迄大きく前

進せしめられた

人口世論の諸調査,金 融財政の動態調査,農 ・

業商業の實勢調査,勢 働朕況の諸調査,藪 育文

化の読計調査,家 計の調査等に封ナる科學臼噸

本調査法の確立,制 眼された時聞と鶴費O羅

内で最 も信頼性の高い推計往果を得る念理的擁

本調査法の確立一一此等は経濟の混鼠,'就 會譲

現象の矛盾と封立になやむ,敗 戦日本に於て是

非とも強力に實行に移されねばならぬ科學尚域

果 である。

筆者は本縞に於てアメ リカで實芝或は研究さ

れている新 しい標本調査法の警軍な解説を行び

併せて吾が國最近の瓶況を述ぺ讃者諸氏の此¢

方面への關心を換起したいと念籟す る次第てを

る從來アメリカで行はれていた世論調査或は経

濟實態の調査では圭としてクオーク法或は比例

割當法と呼ばれる調査法が採用されていた。



吾 々は新 しい標本調査法を紹介する前に從來

の方法の批判を しなければならぬ。こういう醤

來の方法の欠点 こそは新 しい科學的標本調査方

法の発 展を促す原因となつたものであるか らで

あ る.

クオー タ法はす ぐ實行出來 るという平易さと

二三の有名な世論調査機關で成功 を牧めた経験

が あるという理 由で。持にミリョク的であつた。

此の方法は大要次の如き要領で調査を進めて

行 く。

1)先 づ第一の コントn一 ル(標識或は対照).

と呼ばれ,統 計集団分類 の基準となるべ き若干

の罵性を選握する嘩]。

計例へば統計集團を日本全國の人間であるとす

航ぱ性別ボ年齢別,職 業別等の如き統計集国分

類の基準となる辰性 を選ぶ。'

2).次 に抽出調査を行おうとす るもとの統計

集團の既知の或は假定又は推定された携減に一

致する様に統計集團の各階級一一つま ρ標識に

依て分類した各部分集團一 に対する 調査割當

救 を決める。
一っの實例で示せば下表の如き統計集團の構

域に対し標本抽 出藪 を726と するとき調査割當

勲 を以下の如 く割當てる場合の如きがそれである

{註]こ ゝの意昧での統計集璽は著通有限母集画と
呼ばれてゐる。然し筆者は母集璽といふ言葉は少しく
廣義に解釈してゐるので既露で畝意に有限母集函と
いふ言葉を用ゐたかつた

3.1最 後こ各調査厨に調査割當勢 を分配 して

全盤 として被調査対象 が初めに定められた統計

集團の各階級 別割當数 に一致する様 にする。

4)そ こでとの割當 を受けた調査員 は調査す

る対象が人間であれば指定された年齢'性 ・経

・濟水準 ・教育程度等 々の諸条 件に合致する様な

人間を探して活動を開始し彼に割當て ら身τた調

査業務を果 して行 く。但 し此の際 こう。いう指定

.さ れた階級の範囲 内では調査員 に著 しい選提の
■

自由が與 えられている。 ・

此虜で此の方法を適用するについて二っの根
'

本的な問題がある。これが多かれ少かれ調査結

果に偏り(bias)を もたらす原因にな る。

先づ第一に割當の決め方に問題がある。割當

を決める爲に用ゐる資料は最新の鼠勢調査O結

果 を利用して相當有力な根振に基づいて推計さ

れるるが普通である。然し現今の様に社簿朕勢
●が念テンボに変動 している時代には,之 ういう

風にして推計 された調査割當数 は現朕 と著 しく

かけはなれた ものとなる可能性が多い。この結

果細出割當数 はもとの統計集團の構城 を反鹸せ

す從って調査は著しく偏つたものとなる危険が

ある。 ・
・第二に問題 となるのは調査の減功不成功が調

査員の働 らき如何に依て左右されるという正に

その理由O中 に危険が包藏されてい ることであ

る。若 し調査員が不正直に行動すれば如何に調

査企垂が立巌に立で られてあつても,そ の結果

は當然信用出來ないもρとなろう・然し{眠令・

調査員が花直に行動したとしても,こ ういうク

.オ ーク法を用いた調査法はその結果に思ひが け

ない方向と大いさの偏 りをもた らす危険 が ある。

調査員が自分に割當てられた被調査野象 奪探す

に當って意識的にしろ無意識的にしろ兎に角或

る程度調査員自身の便宜 を考へて行動するであ

ろうことは容易に想像出來ることである。この

結果と して假令取 られた標本が統計集團の各階

級別の正嘗な調査割當数をみた していたとして

も,この様な 標本は調査員と同様な性格同様な

藪育程度の人間,或 は調査員の職業的關心の深

い人間が どうしても多 く入つて來て小人数の家



族 とか交通不便な虞に居住する人間とかそ うい

う種類の被調査対象 は兎に角調査か らおとされ

・が ち:=なる。こうい う偏筒の起る原因は時とし

ては刊用出來 る他の 知識 こ依てある程隻減殺す

ることは串來る。然し乍 ら如何によい條件の下

忙於て も亦如何に取扱方法が良 くても,こ うい

うタイプの標本調査法に依て起る著 しい編椅の

・可能性を完至に除去することは不可能である。

適嘗な手段に依つて調査結果の著 しい偏筒を減

殺 し得 ごとしても茸の事實を確認することが困・

難である。取られた標本が もとの統計集團をよ

く代表 しているかどうかとい うことを確めるの

にコジトロールに依て分類した階級構成 をよ く

計反映しているか否かとい うことをチヱックする

だけでなく統計集囲の他の驕性にっいてもチエ

ツクすることは出來る。然 し乍 ら,不幸なるかな

假 令標本が コントロールとして採撞した各項目

についてもとの統計集團をよく代表するものだ

と云つてもそれは吾 が々調査 しようとする内容

につ て統計集團をよく代表するものだという

ことを保証することにはならぬ6吾 々が コント

ロ一ルとして選んだ各項 目につい て統計集團の

適切な標本をとっても若 し調査 しようとする内

容に本質的な影響 を及ぼす様な特性をコントロ

ールとして選ばないで,そ のため萬が一その特

牲にっいて逆選擢6)が薄った様な場合にはその

結果は當然歪んだものになつてしまう。

假えば世論調査で政裳支持率を調査しようと

する場含を考えよう。この際コントロ一ルとし

て,年 齢,性,所 得水準を用いたとしよう。こ

の結果標本として選揮 された同答者は年齢,性,

所得水準について統計集雪の構成をよく代表し

ているか も知れ ぬ 然 し若 し教育程度について

逆選提が行はれたとすれば一 そしてこの様な

蓬選擢の起る可能性は多い7一 標本に依る政窯

支持率は もとの統計集團の政黛支持率 を反映す

ることにな らぬ。

若し箸々が一歩進んで教育程変をコン トロー

ルとしておさえたとして も,こ の外にまだ まだ

結果に影響する様な逆選澤の滋地寮残されてい

る。こうい う事情 で他に よりよき調査法が合理

的な経費で企叢出來るものとすればクオーク法

は避けることが望ましい。,

以下述べようとするのはクオーク法に較べて

遙に合理的で種 々な場合に適用出來て,然 も著

しい敷果を挙げている任意標本抽出法 と呼ほれ

る調査法である。此の調査法を採用すれ ば比較

的低廉な経費で濟 み,然 もその推計結果は著 し

く信頼性の高い ものとなる。

任意標本抽出法で最 も簡単な場合は調査しよ

うとする人間,店 舖,家 族等の名稻と所在地の.

完全なリス}が 利用出來る場合でこの りるげ に

依て抽出調査を行 う。、この方法は既に リス トざ

れている集團に適用されるもので,地 域的に比

較的集中し ていて調査 し易い集団か 或はすでに

カードに記入されていて此のカードの中か ら一

部分を手鎖を省 くという理由か ら抽出する様な

場合である6例 えば電燈倉社がその需要者の事

情を調査 しようとする場合の如きがそうである。

又吾が國に於てもすつと古 くに國勢調査の結果

を速報するとい う意昧で亀田豊次朗博士等に依

り調査カードめ中か らその4分 の1を 抽出して

推計 を行つた ことがある。 この結果は全数 調査

と比較 してみて非常に精度の良いものであった。

以上の場合の様に事情が簡単であればよいの

であるが實際調査を行 うに當っては統計集團の

全部 を網羅 した リストを利用することが不可能

な場 合が普通である。又無理にこういうリス ト

を作ろうとすれば全数調査と余り手数が変 らぬ

場合が多い。斯かる困難を避けるために一般に

地域抽出法とい う名稻…で呼はれている調査法が

採用される。この地域抽出法は 先づ抽出調査

を行おうとする統計集團を小さな地域に分割す

る。通常地域の完全な リス}を 作ることは極め

て容易であるか ら,こ の リストか ら標本 として

地域を抽出することは可能である。例 えば日本

に例をとって説明すれば六大都市では逗 を抽出

単位體 として其の他十萬以上の都市では市その

ものを抽出単位體にと り,そ れ以下の都市では

二つ以上の都布を適當に組合せたものを抽 出単

位體 とするという具合にして リストを作威する

が如きは考えられる一つの方法である。又郡部



O地 帯に対して も同様な小地域の リストを作 る

ことは,さ し℃困難ではない。 こういう地域の

中か ら標本 として抽醜されたものに就てσみ,

その地域内にある,.すべての住宅(或 は更に細

か く分けられた小地域)の リス トを實査に依っ

て極 する・この様に して得 られた リス トカヤら

更に佳宅(或 は小地域)を 抽出しで寧地調査を

行 うと・や 殺励 であるこ れは普通サブサン

ブ リング調笠法と呼ばれていて,こう い う場合

國勢調査等の統計資料や,.其 の他 自然的地理的

または社會的,経 済的な箏情等,吾 々の利用し

得 る凡ゆる資料 を参考とし,叉 出來れば此等の

統計資料 を敗理統計的に分析を行うこ とに依つ

て抽出単位體 を出來 るだけ等質な部分集国に階

居別けして.層 別に任憲標本を抽倒 しで推計 を

行えに 調査結果は一麿有敷な 遠Dと な る。サ

ブサンプ リング調査法を適用 して,比 較菌大き
'な地域 を抽出単位盟

とした調査法の一例は 商

務省国勢調査局(ア メリカ)で 行はれ ている労

働 寿力調査で,此 は毎月の労働 朕況の調査を行つ

ている。此の調査はハ ンセン等に依って展開さ

れた抽出調査理論に立脚 して企画 された もので

最 も信頼性の高 いゝ推評結果を得るために種 々の

理論的考慮が梯われている。此の 際特に注意す

べ きことは同じ階居内では抽出単位體 を出來 る

だけ等質にし単位體の 内部は出來 るだけ異質で

.ある様に工夫すれば抽出効 果に著 しい利得があ

るという事賢である。

比較的小さな地域を抽出単位體 とし,選 ばれ

た地域 については全数調査を行 う標本調査法の

實倒にマスターサンプルと呼ばれる調査でこれ

は農務省経済局及び商務省國勢調査局(ア メ リ

カ弊 綱 して企妻したもので農 家の特殊鞘

及び郡部の人口 の獣況について種 々の調査を行

う事を目的として實施された。この調査は抽出

単位體として凡そ一平方マイルの小地域(と の

面積は著 しくまちまちである)を とった。各々

は平均 四或は五農場より成 り立つている。こう

い う場合,良 い地圖と地域表示圖或は航空窟眞

O如 き地域窯眞圖炉あれぽ調査活動を有敷にす

るOに 一層役立つ。

普通地域抽出 法を採用 し抽出 された地域にっ

いては全数調査を行う場合標本調査を敷果的に

する爲たは,地 域を非常に小さくしなければな

らぬ。

この外に 千九百四十四年に工業集 中敢精O實

態を適確迅速に把握する爲に標本調査が國勢調

査局に依つて計葺 された。蒐大な鞍時生産計量`

に基づいで人口O大 きな移動が起b工 業集中地

帯に著 しい人口が集中した。此の問題に封盧 し

て 戦時 生産 の努 力を阻害しない様に大統領 は

1943年 に工業集中地帯の爲に委 員會 を設置 し

、た、この委員會の要請に基づいて國勢調査局は'
寿工業集中地幣の佳宅,食 料,衣 料その他職時生

産に從事する ・口に必要な事項を調査塗る目的

で標本調査を企叢 し指定された工業集中地幣で

實施 した。指 定された地幣の範囲 には二十八州

及び五つの独 立の都市にまたが り面積にして二

萬八弾 方マイル以上,人口 にして一千萬以上

に及んだρ此の調査要領の詳 細 は國勢調査 局

1945年発 行の

AChapterinPopSlati。nSampling

を参照されんことを希望する。

扱地域抽出法が クオータ法に較べて持っ非常

に重要な利點 の一つ は調査を企書す る人が 統計

集團の調べようとする特性について精 しい知識

を持つているか どうか という事が調査結果にさ

して重大な影響を及ぼさぬという點にある。こ

うい う利點 は 今日の様に社会情勢の変動が激

しい時期に於ては特に重大である。地域抽出法

を企画する際現に起りつ ゝある変 化の様相を知

る必要はない。實際標本自身が墾化の程度をあ

ちわ して くれるか らである。例えば大きな鞄域

の人口の移動 は,こ れか ら抽出された小さな地

域の 標本に反映されるであろう。以上に於て述

でた地域抽畠法 は偶無の被調査対象 を直接に抽

出する調査法に対して,ク ラスターサンブ リン

グと.いう名樗で呼ばれ る。.クラスターサンブ サ

ングに就ては澤山の理論が発表 されてを りそれ

の實際調査結果 も報告されている。此等の理論

は,抽 出単位 罐の決め方,階 麿別けの仕方,標

本の選び方,標 本か らもとの統計集團の特性 を



推計す ろ方法に就ての幾多の有釜な指針 を與え

ている・此等の理論を懸用すれば標本か ら吾 々

が調べようと思 う特性を推計する場合,費 用が

輕減 され,し か も時間的にも経濟でその推計結

果の信積性を最大にする様な調査法が企叢出來

る。然 も調査を企蓋iするに當ちて,競 存の知識

と種 々の資料を串來るた け十分に利用すれほ,

推計の精度が著 しく高あられる。標本調査を實

施するに當つて知識と技術 を有敷に使 うか,否

ヵ・は クラスクーサンブ リングをやるときには特 ・

に重要な事である。實際調査を有敷にや ると否

とでは費用と抽出誤差の點に於て著 しい相違が

あるか らであるっ以上地域抽出法φ大略を述べ

たが此遍§に注意 したいことは假令完全な既成の

リストが利用出來ても,地 域抽出法を採用す る

ことが望ましい。殊に商店の費上高の定期的調

査等では商店の新設魔止の影響が無観出來す,

コストの変更改正が實舩を忠實た反映すること

が出來 す推計結果に偏袴を生ナる危険がある。

その上に直接に個々の被調査対象 を抽出する調

査法は放費とか,其 の他の事情に依て調査費が

莫大になる傾向がある。

例えば出版會社 が,種 々の調査事項 を面接調

査に依て知 らうとする時,個 々の購讃者を直接

に拙出すれば,そ ういう標本は全國に廣 く蟹が

って,調 査を行 うことは非常な経費がか ゝって

實行不可能 となろう。こういう場合にはクラス

クーサンブ リングをやる方が有利である。マス

クーサンプルの方は抽出地域が小さや程有効で

あるオミ サブサンプリングの方は抽出地域は比

螢的大きくとつてもよく,然 も企妻を上手にや

れば後者の方が前者よりも有敷な場合が認めら

れろ。

大きな地域を抽出単位睦 とする場合,或 は抽

出単位體の 大い さが非常にまちまちである場合

に就ては 標本の選び方,抽IB-iされた単位體の

中で更 に階唐別けをして抽出 を行 う方法,標 本

か ら推計纏を求 める方法に就て特別な考慮が 梯

われ,こ れに關する数多 くの研究が発表 されて

いる。

此の外に最近,系 統的標本抽出法一 最 も簡

単な例は リス トされた被調査対象 か ら等聞隔に

標本を抽出 して調査を行 う方法一 に關ずも基

本的な研究が・可成り発 展 して來ているし・k

農業の實験計聲法でよく用い られてい る,ラ タ

ン方格法,グ レコラテン市格溝等り要卑分析法'

の理論を適用 した制限附選i操法 と呼ばれる抽萬

理論 も最近盛に研究される榛になつそ來た。既'

等は有和な條件の下では相當有敷な調査結果を

示 してい る。,

更にダプルサンブリング(二 重調査法)と い

う調査法があつて,此 の方法は1936年 の消費

者購費力調査に用い られた。ζの調査では先ダ

豫備調査として家族の状況及び所得水準にっb

て・大凡の知識を得るために簡単な内容の調査

表を澤山の標本世帯に配布 した。この豫備調査

か ら得 られた家族の舩況及び所得の水準に就て

の知識に基づい、て本調査に於ては高度に階居別

けを行つて詳細を極めた調査表を特別な階級に

1配布 した。 この調査の推計結果は豫備調査の利

用に依って著 しく緕度を高めた。 、'

偲調査企豊iに際 して如何に傷努をな くするこ

とを工夫 してみても,若 し標本が選ばれて調査

表が途 られた後で,そ の被調査者の一部から同

答 を得 ることが出來なければ,そ の調査結果は

偏つたものとな るであろう。これは同答者の性

格が同答 しない ものと異つてやる可能性がある

からである。

回答 しない者がある場合の統計的炭理法に就

ての研究も盛に行われてい る。

亦最近の傾向として経費の點を考慧して面接

調査と郵送調査を併用 して・・一・:・定経費O下 で最 も

信頼度の 高い推計結果 を得 る様な調査法も研究

されつ ゝある。以上を要約するにアメ リカで嚢

達 しっ ゝある標本調査法の根奉的思想は比較的

少ない経費と罰限された時間の範囲内で信頼度

の最 も高い推計結果が得 られる合理的調査法を

企甕す るとい うことにつきる。

扱最後に吾が國に於ける標本調査法感用の現

妹 を顧うよう。吾が國に於ても最近に到つて漸

く各方面にこの調査方法の重要性が認識され る

様になって來た。吾が國に於て一番最初に實苑



された科學的標本調査法は贋島長崎に於て行は

れた原子爆弾の被害調査法であろう。この調査

は増山博士等ぷ進融軍の篤一セル ソン氏其の他

と協力して實行されたもので増山氏はこの賓料

を統計卿穆的立場にたって隣接科學分野に就い、

てσ氏O該 博な知識を縦横にふるつて著 しい威

果を牧め られたことは周知の事 と思 う。 、

次に嘗磨方面では総理磨統計局で行はれてい

る募働力調査及び消費者便格調査が最 も早 く吾

が國で施行された標本調査法であろう。・此等は

アメリカの統計専門家の指導で企叢 された もの

で昭和2r年7月 以降實施 されてい る。勢働力

調 査(⊃方ほ全國よ り約一萬五千世帯を帰別任意

標本抽出法に依つて毎月調奪 を行つている。消

費者債格調査め方は全國の都市を調査の範囲 と

しこれか ら五千世帯を屠別任意標本抽出法に依

つて毎月調査を行つている。現在統計局に於て

絃数學の專門家於理論及び實際的研究に從事 し

ているo・

3く農林省統計調査局に於ても22年8月1日

全國一齊に行綜れた臨時農業センサスに併行 し

て米作付面積の一筆調頃 を標本調査法に依つで

行い,申 告作付面積 を科 學的根振 に立脚 して修

正し作付面積の合理的決定方法 に多大の威功を

牧 めた。同局に於ける標本調査法は現嘩過渡的

の段階に在やが今後陣容の整備す るにつれて科

學的調査法渥確立されるもQと 思はれ る。現在

統計調査局では麺名の専門家炉正確な作付面積

の推計法合理的な農産物實牧商の算出法作物の

被害調査等山積する諸問題にi封庭 して科學的調

査法C研 究に專念 してい、る。

又大藏省理財局調査部浴於ても財政金融方面

の動態調査に数理統計的方法が応用 され科學的

標本調査方法が22年4月 以降實施され金融機

關の主要勘定Q推 計に域功を牧めつ ゝある。又

同調査部では此の外 に脛済諸現象の分析に1も統

計激理的方法を導入することを試み経濟政策の

理論と實践の基礎 に必要訣 くべからざるものに

な りゝある。

此の外民間の世論調査機關の調査にも麿別任

意標本抽出法を採用するものが多 くなつて來た。

然 し民間の世論調査機闘の中には誓來○クオー

タ法或はそれを若干愛更 した方法に依つて調査

を行いなが ら麿別任意標本抽娼法を採用 した と

襲表しているものが少 くないのはクオータ法 と

麿化任意標本抽出 法とを混同しているのではな

いかと想鹸される。

以上各官臆で現在行はれているもの 外ゝ にi新

に實施する豫定のものが少 くない。

ヌ部省を中心 として行はれているリテラシイ

の調査一 読み書き能力O實 態調査一一一ts目下

進行中で結果の童表に大きだ期待をかけて良い

ものである。 ・

総理塵統計局でも前述以外の穫 々の調査が企

塗中であるし,亦 現在の勢働力調査消費者贋格

の調査等 も調査結果を分析 しつ 検ゝ討中であるc

又勢働省統計調査局で も賃金調査に標本調査

方法を採用 しまうとしている。～二れは一千萬に

及ぶ勤勢大衆の死活に關する利害問題だけにそ

の調査方法は十分な科學的根撮に立脚 した もの

でなければならぬと思 はれ る。

以上述べた如 く吾が國の標本調査法は未だ襲

展の初期の段階にある。今はアメリカの方法の

輸 入時代であるとも云えよう。然 もアメ リカで

標本調査法が発展 した地盤 と吾が國の實寿胱とは

苦 しくかげ離れたものがあ り・標本調査法の實

施にも多大の困難が俘 うことは必然である。筆

者は斯かる障害にも拘 らす日本:=於 てもこの科
'學的調査法が健全な発展 を途げ るであろうこと

を確信して=疑はない。

今後吾が國は政治上 経濟上盆 多々難な時期に

突入して行 くであろう。この欺載 日本が當面す

る経濟危機の實態把握に重大な使命を嬉r?て 登

場 して來た近代敷理統計學は必すや 日本経踏の

か ゝる試練にたえて釜々洗練畿展せしめられ七 ・

行 く～=とであろラ。自然現象に端を嚢 した この

研究方法は今後他の科學諸部門の理論的諸域果

と相倹つて社會現象の牙析更には綜合とい う過

程を潭して・吾 々の認識を釜々憧大して行き社

會諸現象解明の有力な利器に迄内容を愈 々充實

発展せ しめて行 くこと 思ゝ う。

近代統計學は高度に嚢達 した賓本主義社會を



i基盤 としてii継努的な飛躍を途げたことは事實で

ある。然 しこの社會の歴史的所産たる科學的成

果は自己を一暦貫徹するためには今度は逆に釜

々強くその発展 の母胎たる肚倉 に働きかけてそ

の憂革の強力な原動力に縛化しつ ゝある。

此の大きな歴史的事實に目をお ゝい、観念の殿

堂に閉 じこもつて力強き實践か ら遊離した統計

.學はかつてその論敵 所謂 クベーレンクネヒ

トつまり表奴一 を罵倒 して顧 る蕪のなかつた

奮學 質と同じ轄落の運命をたどるべきことは歴

史的必然の示す所であると確信する。

(昭和23年6月9日 統計教理研究所創立四週年

記念公開講演會にて螢表)
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